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「マナビィ」

令
和
３
年
度
の
、
県
民
を
対
象
と
す
る
主
催
講
座
等
（
予
定
）
の

概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
速
報
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
に
発
行
予
定
の
事
業
案
内
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
に
取
り
組
む
団
体
等
の
創

作
・
文
化
活
動
の
成
果
を
合
同
展
示
す
る

こ
と
で
、
関
係
団
体
等
の
交
流
を
促
進
し
、

生
涯
学
習
の
一
層
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

会
場
は
、
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
６
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
１
で
す
。

･

絵
手
紙･

写
真･

活
動
紹
介
パ
ネ
ル･

手
芸

･

ク
ラ
フ
ト
・
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー

な
ど

･

写
真

･

絵
画

･

書
道

･

手
芸

･

押
花

･

ク
ラ
フ
ト

･

活
動
紹
介
パ
ネ
ル

な
ど

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

現
代
的
課
題
や
市
町
村
が
直
面
す
る

課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
な
講
座
を
実

施
し
ま
す
。

①
６
月
６
日(
日)
瀬
戸
内
町

②
６
月
20
日(

日)
指
宿
市

③
７
月
３
日(

土)
与
論
町

④
８
月
19
日(

木)

屋
久
島
町

⑤
８
月
21
日(

土)

錦
江
町

⑥
８
月
28
日(

土)

徳
之
島
町

⑦
８
月
29
日(

日)

伊
仙
町

⑧
９
月
４
日(

土)

南
種
子
町

⑨
９
月
14
日(

火)

枕
崎
市

⑩
10
月
17
日(

日)

鹿
児
島
市

⑪
10
月
24
日(

日)

知
名
町

⑫
11
月
７
日(

日)

鹿
児
島
市

⑬
（
未
定
）

薩
摩
川
内
市

⑭
（
未
定
）

龍
郷
町

令
和
２
年
度
は
、
マ
ス
ク
着
用
や
手

指
消
毒
等
の
感
染
症
予
防
に
留
意
し
な
が

ら
、
リ
モ
ー
ト
講
座
も
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
も
関
係
市
町
村
と
連
絡

を
密
に
し
な
が
ら
安
心
安
全
な
運
営
に

配
慮
し
て
実
施
予
定
で
す
。

感
染
症
予
防
の
た

め
，
会
場
内
で
の
体

験
活
動
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
）
は
，
当

面
中
止
し
ま
す
。

学

習

推

進

係

関

係

学

習

情

報

係

関

係

リ
モ
ー
ト
講
座
「
眠
育
か
ら

健
康
力
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
脳
を
育
む
」（徳
之
島
町
）

◇
令
和
２
年
10
月
17
日(

土)

講
座
「
御
楼
門
と
守
礼
の
門

～
鹿
児
島
城
と
首
里
城
～
」

（か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

◇
令
和
２
年
８
月
23
日(

日)

？

こ
れ
か
ら
の
鹿
児
島
を

担
う
青
年
層
を
対
象
と
し

て
、
各
界
で
活
躍
す
る
経

営
者
や
リ
ー
ダ
ー
等
と
の

交
流
や
現
地
で
の
研
修
等

を
行
い
、
次
世
代
か
ご
し

ま
の
地
域
を
支
え
る
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
ま
す
。
受

講
申
込
み
等
，
詳
細
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
本
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
期
間

６
月
～
12
月

実
施
回
数

７
回

(

全
て
土･

日
曜
日)

会
場
等

主
に
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

(

現
地
研
修
・
宿
泊
研
修
あ
り)

対
象
者

概
ね
18
～
35
歳
の
学
生･

社
会
人

募
集
定
員

40
人
程
度

受
講
料

無
料

(

宿
泊
研
修
は
実
費
負
担)

募
集
期
間

４
月
～
６
月
上
旬

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
の
生
涯
学
習

の
推
進
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
県
の
機

関
や
大
学
・
高
等
学
校
・
専
修
学
校
・
民

間
教
育
機
関
等
が
ど
の
よ
う
な
生
涯
学
習

に
関
す
る
講
座
を
実
施
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
そ
の
特
性
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
講
座
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
生
涯
学
習
関
連
講

★
大
学
等
で
実
施
さ
れ
る
講
座
は
、
従
来
ど
お
り

の
名
称｢

か
ご
し
ま
県
民
大
学
連
携
講
座｣

で
す
。

座
に
関
す
る

調
査
結
果
は

本
セ
ン
タ
ー

Ｈ
Ｐ
に
掲
載

し
て
い
ま
す

の
で
御
覧
く

だ
さ
い
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
様
化
・
高
度
化

す
る
県
民
の
ニ
ー
ズ
や
現
代
的
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
、
大
学
等
と
連
携
し
て
県

民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
と
こ
と
ん
ま
な

ぶ
ー
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
３
大
学
等
、
５
機

関
の
８
団
体
が
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

各
講
座
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
セ

ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で

御
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
，
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー
や
各
市
町
村
教
育
委
員
会
等
で

も
資
料
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

令和２年度閉講式 （県知事・教育委員と共に）

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
予
約

令
和
３
年
４
月
か
ら
、
か
ご
し
ま
県
民
交

流
セ
ン
タ
ー
の
研
修
室
・
リ
ハ
ー
サ
ル
室
な

ど
の
施
設
の
予
約
や
支
払
い

が
便
利
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
来
館
し
て
窓
口
で
手

続
き
し
な
く
て
も
、
24
時
間
い
つ
で
も
、
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
予
約
で
き
、
支
払
い
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
決
済
で
き
ま
す(

手
数

料
無
料)

。
ま
た
、
研
修
室
等
の
利
用
者
を

対
象
に
、W

i-
Fi

モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
を
貸
し
出
し
ま
す
。

手
続
き
の
詳
細
は
，
窓
口

ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
御
確
認
く
だ

さ
い
。

★
（
注
）
県
民
ホ
ー
ル
、
展
示
ロ
ビ
ー
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
県
政
記
念
公
園
の
予
約
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
２
階
事
務
室
の

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
市
町
村
メ
デ
ィ
ア
研
修
支
援
」
を

「
メ
デ
ィ
ア
研
修
講
座
サ
ポ
ー
ト
型
」

と
し
て
更
に
内
容
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
所
有
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
パ
ソ
コ
ン
５
台
、
モ
バ
イ
ル
ル
ー

タ
ー
５
台
は
、
遠
隔
会
議
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
実
践
講
座
等
に

も
対
応
し
て
実
施
し
ま
す
。

県
内
の
小･

中･

高
の
児
童
生
徒
を
対
象

に
し
た
こ
の
映
画
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
２

年
度
に
引
き
続
き
、
令
和
３
年
度
も
中
止

が
決
定
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
等
に

必
要
な
機
材
及
び
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
端
末

の
貸
出
と
と
も
に
、
指
導

者
の
派
遣
等
も
可
能
で
す

の
で
御
相
談
く
だ
さ
い
。



今年度第２回と第３回の生涯学習「ふれあい展示」
を県民交流センター６階ギャラリー第１で開催しまし
た。手指消毒等の感染症予防に協力をいただきながら，
手芸，写真，絵画，書道，クラフト，押花，着物リメ
イク，キルト，ペーパーフラワー等々多彩な作品が展
示され，充実した生涯学習活動の発表・交流の場とな
りました。
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県民交流センター内の，県民の皆様に学習機会を提供
する様々な機関等の紹介。最終回は｢協働活動促進課｣
(東棟１階)からの情報提供です。

県民交流センター１階にある本センターは，
教育，福祉，環境，地域づくりなど地域社会の
様々な分野における県民のみなさんの自発的で
主体的な社会貢献活動を支援し，共生・協働
の地域社会づくりを推進する中核的な拠点として
主に次の３つの取組を行っています。

・各種講座や多様な主体がつながる場づくり
・ミーティング，印刷製本など作業場の提供

・ 展示・プレゼンスペースやホームページ等
による情報の発信

・ 協働に関する相談
・ ＮＰＯ法人の設立・運営などに関する相談

（一部の市町には権限を移譲しています。）

本センター内は，展示・プレ

ゼンスペースなど自由に閲覧可

能になっていますので，県民交

流センターへ来館された際には、

お気軽にお立ち寄り下さい。

☆ 第２回 令和２年12月16日～27日

・エコクラフト手芸（垂水市）

・武岡デジカメ同好会（鹿児島市）

・フォトフレンズたるみず（垂水市）

・薩摩川内市教育委員会上甑島教育課
・県立南薩少年自然の家

☆ 第３回 令和３年２月10日～21日

・上之園紀子・押花・花クラフト教室（鹿児島市）

・布恋人＜フレンド＞（鹿児島市）

・放送大学鹿児島学習センター
※［辞退］ペーパーフラワー宮路慶子教室（西之表市）

※感染症予防のため

今年度も｢パソコン｣｢動画｣の２部門に，38点の作
品が寄せられ，厳正な審査の結果，最優秀賞２点，
優秀賞２点、優良賞４点、努力賞14点の入賞作品が
決定しました。１月16日(土)には県民交流センター
においてオンライン表彰式を行いました。

入賞された方々を紹介します。(敬称略)

表彰式の後は，一般社団法人授業目的公衆送信補償金
等管理協会理事・事務局長の野方英樹氏による講話「授
業目的公衆送信補償金制度について」を行いました。

塩屋豪毅 (志布志市立志布志小学校)/動画

リンクさんあい４班 (一般・鹿児島市)/動画

小田千尋 (鹿児島市立福平小学校)/パソコン
二反田孝男 (一般・伊佐市)/動画

本山智彦 (南さつま市教育委員会)/パソコン
杉岡和正 (鹿児島市立東桜島中学校)/パソコン
川畑悠太 (鹿児島市立武岡台小学校)/パソコン
久志校釣り・映画クラブ (宇検村立久志小中学校)/動画

遠藤こはる増田百夏
西郷知里 桐野蓮大

里 潤奈 深栖響希
佐々木幸男 萩原愛華
川上将敬

加世田チーム 田中 守

万世小学校

竹子小学校5･6年

霧島ビデオクラブ

県民交流センター２

あなたも“学びの記録“
を残しませんか？

まなぶー

＜奨励賞＞

４０単位 ★ 賞

８０単位 ★★ 賞

１２０単位 ★★★ 賞

１６０単位 ★★★★ 賞

２００単位 ★★★★★ 賞

五つ星★
『奨励賞』を目指そう！

ぐりぶー

本センターでは，『学びの手帳』を発行し，修了した講座
数によって『奨励賞』(賞状)を交付しています。
県民交流センター２階情報コーナーや県下市町村生涯学習

施設等で配布していますので，お気軽に御利用ください。

入賞作品の中には，教材として貸し出せるものもあります。
令和３年度の作品募集期間は，８～10月を予定しています。
詳細については，県視聴覚教育連盟事務局(県民交流センター

西棟５階)にお問い合わせください。 099-221-6606


